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＜全国統一標語＞「 消さないで あなたの心の 注意の火。」
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鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成 年１月～平成 年 月

総出動件数 １，５８８件

①火 災 等 １３件

②救 急 １，４３２件

③救 助 ２８件

④風 水 害 １１件

⑤遭難捜索 １２件

⑥そ の 他 ９２件

防振ベット

車内滅菌装置

自動心マッサージ器

心臓が停止している場合、胸囲に応じて適切な強さで

胸部全体の圧迫（心マッサージ）を自動で行います。

車内を見て

見よう！

十和田分署の救急車が新しくなりました。車内は大幅に拡大し、ゆったりとしたスペー

スとなり、高度な救命資器材も装備されました。 （平成１９年２月９日運用開始）

患者を座らせたまま

階段下までスムーズに

搬送することができ、

そのまま車イスとして

も使用できます。

サイレンは夜間
や、街中での騒
音対策として、

柔らかな音色に
なっています。

赤色灯は点滅式
のＬＥＤを使用
し、省電力で鮮

明な明るさです。

階段救助器具

オゾンガスとマイナスイオンを放出

して車内に充満させ、細菌を強力に脱

臭、除菌します。

磁石のエネルギーを利用していて、

患者搬送時の振動を和らげることがで

きます。

ホームページアドレス
携帯電話用災害情報サイト

利用される方は、登録先 へ氏名と登録する 、連絡先の電話

番号を明記して送信して下さい。登録先

ホームページ
携帯電話サイト用 コード

最新装備

の紹介！



小坂町消防団に軽消防車配備
「春は山火事が多い」その理由は大きく二つあ

ります。①春は空気が乾燥し、強風の日が多い。
②雪が解け、燃えやすい枯葉や下草が現れる。や
むを得ず火を取り扱う場合は、次のことを必ず守
ってください。

１．消防署へ届出をする。
２．火から離れない。
３．消火用の水を用意する。
４．煙草の投げ捨てはしない。

山火事のほとんどが、不注意によって起きてい
ます。一人一人が森林の大切さを認識し、山火事
予防にご協力ください。

また、山菜シーズンも到来します！夢中になっ
て迷ったり、無理をして崖から転落など、遭難を

しないように十分気を付けて入山してください。
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鹿角市では消防団の活性化を図る対策として、「市民を守る魅力ある消防団づくり」基本計画を策定しま

した。

その一つとして、平成１９年４月１日から鹿角
市消防団名称が一連番号制に変更になりました。

旧 分団名称 新 分団名称

花 輪第１～４分団 第１～４分団
尾去沢第１～２分団 第５～６分団
八幡平第１～５分団 第７～ 分団
十和田第１～６分団 第 ～ 分団

そのほか、女性消防団員の採用、新消防協力員
制度の採用、出動手当の改定、夏服等の採用、軽
積載車の導入、団員による消防訓練大会の運営、

防火週間行事の充実、出初め式の簡素化、教養研
修の強化、資格取得への支援体制、新出場計画の
確立、消防本部との共動、安全管理体制の確立に
ついて取り組むことになりました。

小坂町では平成１８年度に、鹿角市・小坂町で
初めて「小型動力ポンプ付軽４輪駆動消防車」を
５台配備しました。軽ワゴン車をベースにしたコ
ンパクトなサイズで、装備品は従来と同じですが、
操作性に優れた最新の小型動力ポンプを積載して
おり、狭い道や山道でも小回りの利いた安定した
走行が可能です。この軽消防車は全国的に配備が
見込まれており、今後も町民の「安心・安全」を
守る頼もしい戦力として期待されています。


